
学生企画 ＡＩと変わりゆく私たちの未来

龍谷大学深草キャンパス和顔館

2019年

10:00～17:30
12月15日（日）

ＪＲ奈良線「稲荷」駅下車、南西へ徒歩8分

京阪本線「龍谷大前深草」駅下車、西へ徒歩3分

京都市営地下鉄烏丸線「くいな橋」駅下車、東へ徒歩7分

最寄りバス停：市バス「龍谷大学前」

詳細・講演申込は大会ＨＰから！ http://www.consortium.or.jp/project/seisaku/conference @seisaku_unei

サイエンス作家

理学博士

YES International School 校長

竹内 薫 氏講師

ミライ

後援 京都府、京都市、京都商工会議所、一般社団法人京都経済同友会、日本公共政策学会、京都大学、京都教育大学、京都工芸繊維大学、 京都市立芸術大学、

京都府立大学、福知山公立大学、大谷大学、京都外国語大学、京都先端科学大学、京都華頂大学、京都経済短期大学、 京都光華女子大学、京都産業大学、
京都女子大学、京都精華大学、京都造形芸術大学、京都橘大学、京都ノートルダム女子大学、 京都文教大学、京都薬科大学、嵯峨美術大学、同志社大学、
同志社女子大学、花園大学、佛教大学、平安女学院大学、立命館大学、 龍谷大学、京都新聞、朝日新聞京都総局、毎日新聞京都支局、読売新聞京都総局、
産経新聞社京都総局、日本経済新聞社京都支社、ＮＨＫ京都放送局、ＫＢＳ京都

主催 企画運営 都市政策研究推進委員会
第15回京都から発信する政策研究交流大会学生実行委員会

詳細は裏面へ！→

入場無料
一般の方大歓迎‼

公益財団法人大学コンソーシアム京都

講演

ＡＩと共存する未来～必要な思考のレッスンとは～

（事前申込制：詳細は下記ＵＲＬからご確認ください）



に対する政策提案・情報発信の場となることを目的としています。

本大会は、都市が抱える問題・課題を解決するための研究を行う大学生・
大学院生が日頃の研究成果を発表する場として、
大学やゼミの枠を超えた学生間の交流を図り、自らの研究を深め、地域社会

講師 竹内 薫 氏

第15回
京都から発信する

政策研究交流大会

に対する政策提案・情報発信の場となることを目的としています。

本大会は、都市が抱える問題・課題を解決するための研究を行う大学生・
大学院生が日頃の研究成果を発表する場として、2005年度に始まりました。
大学やゼミの枠を超えた学生間の交流を図り、自らの研究を深め、地域社会

学生企画

ＡＩと変わりゆく私たちの未来
9:30～

10:00～

受付
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近年、急速に進むAI化の到来とともに既存の職業
の多くが無くなるといわれています。
一方で、AIの導入が進むことで生まれてくる仕事
や文化、産業の発展も期待されています。
AI導入に伴う社会生活へのネガティブな影響に対
する不安にとらわれず人間とAIが共存し、人とAI
それぞれの長所を最大限に引き出す為の方策を考
える必要があるのではないでしょうか。
そこで本企画では、人間だけが持つ能力や担える
ことは何か、AIの長所をどのような場面で活かせ
るのかといった人として出来る事は何かを考える
機会を提供します。

科学や数学の案内人として活躍し、主に物理学の解
説書や科学評論など多数の著作物を出版。
現在、ＴＢＳ｢ひるおび！｣に出演中。
また、ホームスクールをしている子ども達や不登校
の子ども達の居場所として「YES International School」
を設立し、同校の校長も務める。
英語、日本語、プログラミングという3つの言語で
論理的な思考力、創造力、表現力、そしてコミュニ
ケーション能力を育む日本で唯一の「トライリンガ
ル・スクール」として注目を集めている。

------------------------------------------

（サイエンス作家、 YES International School 校長、
理学博士）

龍谷大学 深草キャンパス 和顔館

■ JR奈良線「稲荷」駅下車、南西へ徒歩8分
■京阪本線「龍谷大前深草」駅下車、西へ徒歩3分
■京都市営地下鉄烏丸線「くいな橋」駅下車、

東へ徒歩7分
■最寄りのバス停：市バス「龍谷大学前」

公益財団法人 大学コンソーシアム京都

〒600-8216 京都市下京区西洞院通塩小路下ル

キャンパスプラザ京都 TEL : 075-353-9130

E-mail：seisaku-admin-ml@consortium.or.jp

会場地図

お問い合せ

講師 竹内 薫 氏
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